
 

 
 
 
 
 

 

『文化祭 演劇』 から見えた力 

例年にない残暑を感じさせるような暑い日が続いておりましたが、朝夕の風が身にしみる本来の秋の気配を感じる

日々となってまいりました。保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申しあげます。 

 １０月２３日（水）の何北ドリカムデー、１１月６日（水）の文化祭では、平日の何かとお忙しい中、ご来校いただきありが

とうございました。２学期が始まり、ここまでの約２か月の間、生徒たちは体育祭をスタートとして大きな行事に取り組み、

仲間と意見を出し合い、共に考え、取り組む中で大きく成長しました。 

特に文化祭の演劇に向けての取組の際は、学級の仲間と協働し、それぞれが自らの役割に向き合い、主体的に行動

する姿が、練習期間中のあらゆる場面において、随所に見られました。開会のあいさつでも話しましたが、人前で何かを

演じるということは、その集団の中で心が解放されていなければ簡単にできることではありません。それができるこの学

校、生徒たちは本当に素晴らしいとあらためて感じることができました。 

これからの時代、自分の思いや意見を表現する力はとても重要です。演劇の取組を通して、そのような貴重な力が育

ってきていることを実感しました。『あいさつが飛び交う学校』、『自分の思いが言える学校』、『お互いが認め合える学

校』を目指して、教職員、生徒ともども、それらの行動化を目指して取り組んでまいります。 

『人権について』 考える 

本校も１１月に入り、後期人権学習指導計画のもとに各学年、人権学習に取り組んでいます。法務省のホームページ

では、人権週間について、以下のようなことが書かれております。 

『法務省の人権擁護機関では、人権デーを最終日とする１週間（12 月４日から 12 月 10 日）を「人権週間」

と定め、昭和 24 年（1949 年）から毎年、各関係機関及び団体とも協力して、全国的に人権啓発活動を特に

強化して行っています。 

 いじめや虐待、性被害等のこどもの人権問題、インターネット上の人権侵害、障害のある人や外国人、性

的マイノリティ等に対する偏見や差別、部落差別（同和問題）、ハンセン病問題といった多様な人権問題が

依然として存在しています。 

 これらの問題の解決には、私たち一人一人が様々な人権問題を、自分以外の「誰か」のことではなく、自

分のこととして捉え、互いの人権を尊重し合うことの大切さについて、認識を深めることが不可欠です。』 

 

１３日（水）何北ブロック教職員研修会の際に、人権学習の授業公開をさせていただきました。その後の研修会では、

物部会館の天野館長様にご講演いただき、講演後の意見交流会では、同じく物部会館の生活相談員の上田様、運営

委員の上原様、山本様にもご協力いただきました。何北ブロックで、これまでの長い歴史の中、地域と学校が子どもたち

を真ん中において、どのような思いで見守り、支援してきたか、それぞれの思いを共有いただきました。限られた時間で

はありましたが、有意義な会とすることができました。ご協力ありがとうございました。 

 さて、今年度もいよいよ後半戦に入ります。１２月には、三者懇談会も予定しております。３年生は、自分の将来に向き合

い、具体的に確認していく大切な機会となります。１、２年生は、学習面や生活面について現状を共有し、今後の目標を

定めていく機会にしたいと考えております。引き続き、ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

 校長 布川 貢義  教職員一同 
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11 月は各学年で 2 学期の人権学習を進めています。１年生は「よりよいコミュニケーションについ

て」、２年生は「人権獲得の歴史から学ぶ同和問題」、３年生は「ヘイトスピーチ」と「結婚差別・就職

差別を中心とした同和問題」について学び、考えています。まだ、学習の途中段階ではありますが、生徒

の感想からは、人権学習を通して正しい理解や認識の基礎を培い、人権意識を高めることで、差別解消に

向けた具体的な行動につなげようとする姿勢が見られました。13 日には、物部会館の方々にも参加いた

だき、何北ブロック一貫教育合同会議での授業公開を行いました。また、18 日には保護者向けの授業参

観を行いました。差別は必ず人の手でなくせるという認識のもと、今後もしっかりと人権教育を進めてい

きたいと思います。 

福祉教育の一環として、綾部市福祉部地域包括支援課の西山様と「いかるひまわり会」の方々を講師と

してお招きし、福祉体験学習を実施しました。認知症理解学習や声かけ体験を通して、認知症への理解を

深めたり、認知症の方の思いに沿った接し方を学んだりしました。 

10 月 19 日（土）にブラスバンド部が保護者や在校生を招待し、本校体育館にて『何北ステーションコ
ンサート～秋に笑顔を添えて～』を開催しました。物部保育園の誕生会や地域行事で発表してきた曲目も
加え、計 14 曲の演奏を行いました。来場者からは「すごくかっこよかった。感動」「みんなの成長が感
じられる素晴らしいコンサートでした。何度も涙が出そうになりました。ありがとうございました。これ
からも一音入魂を目標にがんばってください」等の感想をいただきました。 

26 日（土）には、作業所まつりに出演させていただき、来場者に演奏を楽しんでいただきました。大き

な拍手や手拍子をいただき、生徒たちにとって励みとなりました。 

11 月６日(水)に文化祭を実施しました。ブラスバンド部の軽快な演奏から始まり、午前は各学年の劇の発表、午後は展示作

品の鑑賞を行いました。劇を終えた後の、生徒たちの笑顔からは達成感が感じられ、どの学年も素晴らしい演劇を披露しました。

特に面白さとともにシリアスさを演じるという難度の高い演題に取り組んだ３年生の演劇は素晴らしいものでした。笑いも誘い

ながら、テンポの良い掛け合いの中で進行していく劇は、劇の世界観の中に観ている者を引き込むレベルの高い演劇で、会場で

は涙される方も多くおられました。その背景には、3 年生が練習時に見せた、協働して練習を進める力、演劇を創り上げる力、

繋がる力、そして実行する力等があったと思います。素晴らしい演劇だけでなく、取組を通して力を高めていった生徒たちの姿

にも大変感動しました。 

綾部市連合音楽祭に参加し、全校合唱で「Michael,row the Boat ashore」

と「地球星歌～笑顔のために～」を披露しました。「全校音楽」や「うたおう会」

を行いながら取り組んできた練習の成果を発揮できました。見ておられたブロッ

クの小学校の先生からは「大変きれいな合唱でした。」とうれしい感想をいただ

きました。また、ブラスバンド部が八田中との合同演奏を披露しました。 

生徒の活動の様子  ※本校ではホームページでも、生徒の様子等を発信しています。是非ご覧ください。 

            ※小中合同授業『何北ドリカムDAY』については、「何北ブロック一貫教育だより」をご覧ください。 

ブラスバンド部の活動 10／19何北ステーションコンサート  10／26作業所まつり   

 

 

 

 

 

 

 文化祭 １１／６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

綾部市連合音楽祭 １１／7   

 

 

 

 

 

 福祉体験学習 １１／１２  

 

 

 

人権学習 １１／13～ 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の行事予定  ※あくまで予定ですので、変更する場合があります。変更の場合は別途連絡します。 

２日（月） 

３日（火） 

５日（木） 

１０日（火） 

１１日（水） 

１２日（木） 

全校朝礼 ３年生個人写真撮影 

非行防止教室 

生徒会役員改選選挙立会演説会 

第２回学校運営協議会 8：50～ 

三者懇談会 

三者懇談会  

１３日（金） 

１６日（月） 

１９日（木） 

２３日（月） 

２４日（火） 

２７日（金） 

三者懇談会 登校指導・あいさつ運動 

３年生復習テスト           15：10 

生徒大会 引継式 

５時間授業              15：10 

終業式                12：10 

学校を閉じる日 ～1／5 

※１２月の下校時間は１６：１０となります。生徒会活動等で下校時間が異なる生徒につきましては個別に生徒へ連絡します。その他、下校時間が異なる

日につきましては行事予定に朱書きで時刻を記載しておりますので、ご確認ください。 


